
再評価結果（平成１８年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局国道・防災課

担当課長名：鈴木 克宗

事業名 事業 一般国道 事業 栃木県

一般国道２９３号 大月拡幅 区分 主体
おおつき

起終点 自：栃木県足利市樺崎町 延長
あ し か が か ば さ き ち ょ う

至：栃木県足利市大月町 ２．１km
あ し か が お お つ き ち ょ う

事業概要 一般国道２９３号は、茨城県日立市を起点とし、本県中央部を横断し、足利市に至る幹線道

路である。また、現在整備が進められている北関東自動車道（仮称）足利インターチェンジ（以下足利Ｉ

Ｃ）へのアクセス道路でもある。本事業区間は交通量が多く、朝夕の通勤時間帯には渋滞が発生しており、

北関東自動車道の供用により、更なる交通渋滞が予想される。大月拡幅は、北関東自動車道へのアクセス

と円滑な交通を確保することを目的とした延長２．１ｋｍの４車線道路である。

Ｈ８年度事業化 Ｈ２年度都市計画決定 Ｈ８年度用地着手 Ｈ１６年度工事着手

全体事業費 ５５．０億円 事業進捗率 ５１％ 供用済延長 km

計画交通量 １９，５００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) ２８/５９億円 ２５４/２５４億円 平成１７年

４．３ 事 業 費： 26/57億円 走行時間短縮便益： 241/241億円

(残事業) 維持管理費： 2/ 2億円 走行費用減少便益： 9/ 9億円

９．２ 交通事故減少便益： 4/ 4億円

事業の効果等

・他のプロジェクトとの関係（北関東自動車道と一体的な整備）

・個性ある地域の形成（地域振興プロジェクトの支援） 他８項目該当

関係する地方公共団体等の意見

大月拡幅は、通過車両の円滑な交通、地域交流の促進等に重要な役割を果たすことが期待されており、

足利市をはじめとする関係１０市４町の首長で構成される国道２９３号整備促進期成同盟会より早期整備

の要望（平成１７年１１月２５日）を受けている。

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

足利インタービジネスパークの分譲開始

事業の進捗状況、残事業の内容等

平成１７年度までに約８１％の用地を取得するとともに、長途路川に架かる２橋の橋梁下部工を完了さ

せる予定である。

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

沿線の物件の移転が多く移転先地の確保など用地交渉に時間を要し、また、周辺において足利インター

ビジネスパークが計画され、足利ＩＣへのアクセス道路の接続方法について計画調整に時間を要したこと

による。今後は、北関東自動車道路の供用開始と整合が図れるよう、足利ＩＣ接続区間の工事及び現道拡

幅区間の用地取得を推進するとともに、足利インタービジネスパークなど地域振興プロジェクトを支援で

きるよう、早期整備に努める。

施設の構造や工法の変更等

足利ＩＣ周辺地域に足利インタービジネスパークが計画され、足利ＩＣへのアクセス道路の接続方法が

変更となった。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案すれば、当初からの事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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